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主旨
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はじめに

「OITA DESIGN POWER 2008」実行委員メンバー

　私 ど も大分県デザイン協会（Oita 
Design Association）は、大分県内の
建築、グラフィック、インテリア、クラ
フト等のデザイナー、学生をはじめ、企
業や関係団体等、さまざまな分野のメン
バー約８０名からなる職能団体組織です。
　1989 年設立以降、デザインの啓蒙
と普及、セミナー・講演会等の活動を
行ってまいりました。このような活動
の一環として 2005 年、2006 年に
「OITA DESIGN POWER」を開催。そ
して 2008 年、本年度も「OITA DESIGN 
POWER 2008」を開催することとなり
ました。
　今回は「チャレンジ！おおいた国体」・
「チャレンジ！おおいた大会」の開催をふま
え、大分国体のテーマである「おもてなし」

を表現する２つのプロジェクトを展開。
　ひとつは『ゴミ袋をデザインするプロ
ジェクト』。デザインを会員公募して、
デザインされたゴミ袋を使うことで“ 身
近なゴミ問題 ”に対して意識の向上を図
るとともに、“ 暮らしにデザイン ”のあ
ることの楽しさを提案。また小学生に向
けたワークショップも開催し、“ ゴミ袋
をデザインする ”ことを通じて、デザイ
ンすることの楽しさ、デザインの意義を
発信しました。
　もうひとつは、来県された国体関係者
等に「おもてなしグッズ」として大分県
の魅力をアピールする『オリジナルポス
トカード』を制作、進呈。大分を広くア
ピールしながらデザインのパワーをより
広く発信するイベントとなりました。



『ゴミ袋』のデザインコンペ実施
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事業展開

審査風景（アイネス２階大会議室） ブラス　江藤さん取材

優秀作品  麻生勝水 優秀作品  原田忠輝優秀作品  田崎修三 優秀作品  藤野高久

最優秀作品  江藤香里

会員の全員参加を目標に掲げた『ゴミ袋』デザインコンペを実施。
平成２０年６月６日（金）午後７時より、大分県消費生活・男女共同参画プラザ「アイネス」
２階大会議室にて会員による公開審査が行われました。
　
● 出品作品点数／７７作品（可燃７７点・不燃７６点、合計１５３点）  審査参加者数／２７名 

● 第１次審査：会員による公開審査により優秀作品５点が選出されました。 

● 第２次審査：優秀作品５点の中から、最優秀作品１点が選出されました。

入賞作品紹介（順不同、敬称略）

最優秀（採用）作品　
江藤香里　有限会社ブラス

優秀作品
麻生勝水　有限会社 デザインマップ
田崎修三　有限会社 デザインマップ
原田忠輝　有限会社 文化プロセス
藤野高久　株式会社 大宣
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事業展開

　平成２０年８月６日（水）、大分市立下郡小学校の協力のもと、大分県デザイン協会
主催の「小学生を対象にしたワークショップ」が開催されました。
　「ひとりひとりが輝く日本一きれいな太陽のような学校」づくりに取り組む本校の５年
生の約１００名が参加し、『環境守るトモダチ』をテーマにオリジナルキャラクターの制
作にチャレンジ。ワークショップでは、協会の会員からアドバイスを受けながら、それ
ぞれが思い思いのキャラクターを考案。それをもとに、オリジナルゴミ袋を制作しました。
　参加した児童からは「面白かった！」、「楽しかった！」、「環境について考えるきっか
けになった！」などの感想が寄せられました。

小学生を対象にしたワークショップ
～ゴミ袋をデザインしてみよう！～

下郡小学校ワークショップ集合写真



OITA DESIGN POWER 2008 デザイン展
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事業展開

「ワークショップ」コーナー「ポストカード」コーナー

「ゴミ袋」コーナー

　今年度のメイン事業「OITA DESIGN POWER 2008 デザイン展」が８月２２日（金）
～２４日（日）の３日間、ガレリア竹町ドーム広場で開催されました。
　「チャレンジ！おおいた国体・大会」をテーマに、会員デザインによる「ゴミ袋」
約１５０点と「ポストカード」約５０点の作品を展示。さらに、８月６日（水） に大分
市立下郡小学校で開かれた「ワークショップ～ゴミ袋をデザインしてみよう！～」で児童
によって制作された約１００点のゴミ袋も同時展示されました。



清掃活動
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事業展開

下郡小学校清掃活動集合写真

デザインされたゴミ袋を使っての校内清掃（下郡小学校）

　８月２４日（日）、ワークショップに参加していただいた下郡小学校の夏休み・校内
清掃に「オリジナルゴミ袋」を進呈。会員も校内清掃に参加し、ゴミ袋を積んで作っ
た大きな山が「ゴミ袋をデザインすることによって現れる“ アート作品 ”」であること
も披露しました。



その他
06
事業展開

インターネットサイト・セカンドライフ
「OITA DESIGN POWER 2008 デザイン展 in SL」開催

　９月７日（日）には「おおいた国体」開催を前に大分市主催「大分市いっせいゴミ拾い運動」
が行われ、今回協会が作成・進呈した「オリジナルゴミ袋」20,000 枚が使用されました。
　また大分県の魅力をアピールすると共に、“ おもてなし ”の気持ちを具体的なカタチで
表現する「オリジナルポストカード」を15,000枚制作。会員より応募のあった作品す
べてを印刷し、国体・障害者スポーツ大会の開催期間中、大分空港・大分駅等に設置
された「国体総合案内所」にて無料配布しました。

「オリジナルゴミ袋」贈呈式

大分国体総合案内所にて
「オリジナルポストカード」無料配布

大分市主催「大分市いっせいゴミ拾い運動」



報道・マスコミ
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広報活動

大分合同新聞

市報おおいたテレビ大分「ハロ－大分」

　期間中はテレビや新聞、雑誌、市報等のマスコミにも取り上げられ、今回の事業と協会
のデザイン活動を広く県民にアピールすることができました。

ポスター月刊セーノ！



「OITA DESIGN POWER 2008」を終えて
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さいごに

国体開会式

　今回の事業実施にあたり、会員より募っ
た有志６名と運営委員１２名によって立
ち上げられた「OITA DESIGN POWER 
2008」実行委員会は、昨年度より議題
に上がっていた運営委員会の事業案をも
とに平成２０年４月より本格的な活動を
開始。最大の目的は、大分国体の開催と
テーマにあわせた“ おもてなし ”をキー
ワードとするイベント開催はもちろん、
会員が協会への参加意識を高める「全員
参加のイベント開催」にもありました。
これはゴミ袋のデザインやポストカード
の制作、イベント開催を通じてジャンル
を越えた会員の積極的な参加があり、大
きな手応えを感じることができました。
　また会員が講師となり小学生に向けて
開いたワークショップでは、子どもたち
の自由な発想力とデザイン力に触発され、
新鮮な刺激を受けたという会員の声も聞
かれました。

　さらにゴミ袋の制作では、環境問題に
ついての喚起を促すだけでなく、イベン
トの協賛によって賛同を得た企業、学校、
大分市までを動かし、大分市いっせいゴ
ミ拾い運動や国体前の会場清掃にも使わ
れたことで、“ デザインのチカラ ”を広
く発信することができました。
　そして「ガレリア竹町ドーム広場」と
いう開かれた場所で行われた３日間のデ
ザイン展は、よりたくさんの人の目に触
れることによって創造する楽しさを共有
し、ただ単なる展示会にとどまらず“ 街
をアート会場にする ”という、協会にとっ
ても新しい試みが実現しました。
　デザインが“ 人 ”と“ 社会 ”を結び、
デザインの新しい可能性を拓いた「OITA 
DESIGN POWER」。この実績を活かし、
来年以降の事業につなげていきたいと考
えています。



特別顧問 波多野義孝
尾形千種

後　援

協　賛（５０音順：敬称略）

特別顧問・後援・協賛
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